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まめ知識

各常任委員会および各特別委員会において、付託された
議案などを審査しました。
質疑・答弁の一部を掲載します。委員会審査委員会審査

総 務 常 任 委 員 会

子育て支援・定住人口増加対策特別委員会 環境施設建設特別委員会 

教 育 福 祉 常 任 委 員 会

建 設 水 道 常 任 委 員 会 

都市集客施設整備特別委員会

市 民 経 済 常 任 委 員 会 

可決した意見書都市集客施設整備特別委員会の
設置目的を変更しました。

下記の意見書を国の関係機関などに提出しました。詳しい内容は市議会ホームページをご覧ください。
⃝保育所・認定こども園に係る退職手当共済への公費助成に関する意見書
⃝自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を求める意見書
⃝慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）の潜在的な患者に対する適切な対応を求める意見書
⃝厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書
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質疑  令和５年度の移住支援金事業の実績、地域
別の内訳は。
答弁  令和５年度は４年度と比べて単身・世帯共
に９件ずつ増加し、単身40件、世帯58件の計98件
で、移住支援金事業を実施している全国の自治体
の中で最多の件数となった。
　地域別の内訳は、高崎地域が82件で全体の84％
を占めており、吉井地域が６件、群馬地域が５件、
新町地域が３件、箕郷・榛名地域がそれぞれ１件
であった。

質疑  送迎用バス安全装置設置支援事業費補助金
の実績は。
答弁  放課後等デイサービスなどの送迎用車両に
おいて、子どもが置き去りになる事故を防ぐため
の安全装置の設置費用の補助を行い、令和５年度
は59事業所、124台の車両に対し補助を行った。
質疑 　体育館空調設備設置工事の実績は。
答弁  令和５年度は、部活動で体育館の利用頻度
が高く、災害時に避難者が多かった並榎中、大類
中、八幡中の３校に空調設備を設置した。

　　　令和５年度の児童虐待の通告件数は。
　　　本市が対応した児童虐待の通告件数は419
件であったが、このほかにも県が対応した高崎市
分は約400件と伺っている。今後、本市に児童相
談所が開設されると、県の対応した分も合わせた
約800件分の対応が想定される。

質疑
答弁

　　　新高浜クリーンセンターの最終的な財源の
内訳は。
　　　事業費約400億円のうち、循環型社会形成
推進交付金が約30％で115億円、起債および基金
が約65％で265億円、一般財源が約５％で20億円
である。
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■変更後の設置目的
高崎市都市集客施設基本計画に基づく再開発
ビルの整備、労使会館の建設及び高崎スマー
トインターチェンジ産業団地Ａ・Ｂ地区の整
備について調査研究する。

　　　高崎操車場跡地周辺土地区画整理事業と群
馬中央第二土地区画整理事業の進捗状況は。
　　　高崎操車場跡地周辺土地区画整理事業の令
和５年度末の進捗率は69.7％で、５年度の主な事
業として13件の道路築造工事、８件の物件移転補
償等を行った。
　また、群馬中央第二土地区画整理事業の令和５
年度末の進捗率は61.7％で、５年度の主な事業と
して14件の道路築造工事、５件の物件移転補償等
を行った。
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　　　令和５年度の労使会館建設事業の建設等工
事および解体工事の内容は。
　　　令和５年７月から６年１月にかけて既存施
設の解体工事を行い、続けて建設工事に着手した。
建設工事は債務負担行為により２カ年で進めてい
る。
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　　　高崎の食発信事業の実績と効果は。
　　　令和５年度は市内の各種イベントへの参加
のほか、横浜赤レンガ倉庫での全国ふるさとフェ
アや、ＪＲ御徒町駅前の広場での単独イベントに
出展した。さらに、ラ・
フェスタ・カラスガワを
初開催するなど、本市の
魅力や特色を積極的にＰ
Ｒすることで、高崎の食
のブランドが推進された。
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ラ・フェスタ・カラスガワ

●12条点検 建築基準法第12条で定められた定期点検。一定の用途・規模を満たす公共建築物について、建築物、建築設
備及び防火設備の損傷・腐食・劣化等の定期点検が義務付けられている。


